
 

 

 

 

平 成 24 年 度 

 

八代市議会文教福祉委員会記録 
 

 

 

 

 

 

審 査 ・ 調 査 案 件 

 

１．所管事務調査 …………… １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2 5 年 2 月 2 1 日（木曜日）



 

－1－ 

文教福祉委員会会議録 

 

平成２５年２月２１日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時３４分閉議（実時間 ９３分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

  （宮地東小学校の休校について） 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

  （保健計画及び特定健診等素案について） 

  （公立保育所のあり方について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  松 永 純 一 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  飛 石 順 子 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       北 岡   博 君 

  学校教育課審議員  渡 邉 裕 一 君 
 
 健康福祉部長兼 
            上 田 淑 哉 君 
 福祉事務所長 
 

  はつらつ健康課長  蒲 生 尚 子 君 
 
  はつらつ健康課副主幹 
            豊 田 幸 子 君 
  兼第一保健予防係長 
 
 
  はつらつ健康課副主幹 
            森 田 紀代子 君 
  兼第二保健予防係長 
 

 
  はつらつ健康課副主幹 
            續   良 彦 君 
  兼健康増進係長 
 

  こども未来課長   松 村   浩 君 

                              

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（松永純一君） 皆さんおはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから文教福祉委員会を開会いたしま

す。 

                              

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（松永純一君） 当委員会の所管事務

調査２件を一括議題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調

査、以上の２件です。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（宮地東小学校の

休校について） 

○委員長（松永純一君） まずは、教育に関す

る諸問題の調査に関連して、執行部から発言の

申し出があっておりますので、これを許しま

す。 

 それでは、宮地東小学校の休校について説明

願います。 

○教育部長（北岡 博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡教育部

長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）教育部でございます。大変お世話になり

ます。 
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 宮地東小学校の休校についてでございます

が、平成２３年１０月に策定をいたしました八

代市立学校規模適正化基本計画に基づき、取り

組みを進めてまいりました。この宮地東小学校

につきましては、方向性がはっきりいたしまし

たので報告をさせていただきます。報告は学校

教育課審議員渡邉が行いますので、よろしくお

願いをいたします。 

○学校教育課審議員（渡邉裕一君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、渡邉学校教育

課審議員。 

○学校教育課審議員（渡邉裕一君） はい。お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）担当課の渡邉でございます。座

って報告をさせていただきます。 

 それでは、事前に資料のほうを配付させてい

ただいておりますので、そちらを使いながら説

明をいたします。 

 まず、資料のⅠをごらんください。グラフを

載せておりますが、平成１８年から特認校制度

を導入してきております。この特認校制度につ

いて説明を加えますが、この制度は八代市内に

住所がある子供さんで、自然環境に恵まれた小

規模校の中で、心身の健康増進や体力づくりと

ともに学ぶ楽しさと豊かな人間性を育てたいと

希望する保護者、児童に対して、条件を付して

入学、転学を認める制度でありました。１８年

には１人の子供さん、その後２名、４名という

ことで校区の子供さんと合わせましても、学校

の児童数１０人には満たない状況が続いており

ました。 

 今回、学校規模適正化基本計画の中では、泉

地区や東陽地区とは違いまして、まずは特認校

制度のあり方について検証するということを盛

り込んでおりましたので、本年６月に学校統合

等審議会へ諮問をしております。同８月には答

申を得ておりますが、答申の内容につきまして

は、実施計画と同様の文言ですけども、資料の

Ⅱのほうに抜粋をして載せております。平成２

５年度末をもって、特認校制度の廃止と閉校と

いう答申を得ているところです。この答申をも

とに実施計画を策定しております。 

 さらに保護者──４名ございますが、説明を

繰り返してまいりました。全体会あるいは個別

相談等、丁寧に繰り返し説明をしてまいりまし

た。その結果、１２月の個別相談までに在籍児

童４名の全員が来年度、平成２５年度の特認校

には応募をしないという選択をされたところで

す。そのため、来年度の児童数がゼロとなりま

したので、平成２５年度１年間を休校とし、そ

の後計画どおりに２５年度末をもって閉校とし

たいと考えております。 

 また、１２月には、地域住民の皆様を対象に

説明会を開いております。来年度の休校、その

後の閉校について説明をしておりますが、参加

された住民の皆様からは、閉校後の施設活用に

ついて強く要望を出されたところです。 

 現在、地域と学校が共同で休校式典の準備を

進めておられますので、担当課としても誠意を

持って支援をしていきたいと思います。 

 なお、東陽地区の統廃合につきましては、１

２月に報告をさせていただいております。３月

議会では条例改正案を提出する予定です。 

 また、泉地区につきましては、準備委員会で

今協議を進めておりますので、夏以降に報告で

きる見通しであります。 

 以上、報告とさせていただきます。 

○委員長（松永純一君） はい。ただいまの説

明について何か御質問、御意見はありません

か。――ありませんか。――ないようですの

で、以上で…… 

○委員（西濵和博君） すいません、じゃあ。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵副委員

長。 

○委員（西濵和博君） はい。お尋ねが２件あ

ります。１点は、来年度在籍する子供さんがゼ
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ロとなる見込みというような御説明があったか

と思いますが、その子供さんは引き続きお住ま

いは宮地東校区内にあられますんでしょうか。

あられるとしたら、統合先である、宮地小学校

になるかと思うんですけど、そこまでの通学の

手段というのはどのようになるのかを御説明い

ただきたいというのが１点と、それと、これは

直接学校の子供さんに関係しないのかもしれま

せんが、校区内の宮地東小学校という学校施設

が今後廃校になるということになると、宮地東

校区という、いわゆる行政上の枠組みというの

はどのようになるのか。いわゆる宮地校区とい

うふうなくくりの中になるのか、あるいはそれ

は教育行政だけでなく、ほかの住民自治の関係

とのかかわり等についてはどのように派生する

のか、この２点、教育委員会の所管でないとこ

ろもあるかもしれませんが、おわかりになる範

囲内でお答えいただければと思います。 

 以上です。 

○学校教育課審議員（渡邉裕一君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、渡邉審議員。 

○学校教育課審議員（渡邉裕一君） １点目に

ついてお答えをいたします。資料のⅠに平成２

４年度特認校制度の４という数字が入っている

かと思いますけども、４名の子供さんが在籍し

て２４年度スタートしておりますけども、この

うちのお一人は地元の校区に帰られます。さら

に、残り３名のうちの２名は特別な支援を要す

る子供さんということで、最も適した学校とい

うことで、市内の他の小学校区に通わされま

す。もう一件は、市外への転出ということが決

まっております。ですから、宮地東小学校区内

に居住しておられませんので、もともとの校区

に帰るか、別の学校ということで現在進めてい

るところです。 

○教育部長（北岡 博君） はい。委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡部長。 

○教育部長（北岡 博君） 先ほどの宮地東校

区がどうなるのかということでございますが、

これにつきましては、どのような取り扱いにな

るかということでございますけども、今、宮地

東校区のほうが、住民自治のほうで先進的な住

民自治の協議会のほうで手を挙げていらっしゃ

ると思いますので、一応宮地東という形として

は残るというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（西濵和博君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（松永純一君） いいですか。 

○委員（西濵和博君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい。 

○委員（福嶋安徳君） じゃあ、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 先ほどの子供さんの４

人の中の１人は校区に残る、そして２人が特別

支援学校ですか。それはそこの宮地小学校の中

に入られるということになっとですかね。 

○委員長（松永純一君） はい、渡邉審議員。 

○学校教育課審議員（渡邉裕一君） はい。補

足いたします。 

 まず、校区内の居住児童がゼロでございま

す。特認校制度ですので、宮地東以外から車で

通っておられる方が４名ということで、このう

ちの１人は居住区の校区へ、これは八代市内の

別の校区であります。残りの２名は居住区以外

の近隣の特別支援学級へ、学校ではなくて特別

支援学級へ行かれます。もう一件は市外へ転出

という流れですので、宮地東校区ではありませ

ん。 

○委員（福嶋安徳君） はい、わかりました。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） ないようですので、

以上で、宮地東小学校の休校についてを終了い

たします。 
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 執行部入れかえのために小会します。 

（午前１０時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１１分 本会） 

・保健・福祉に関する諸問題の調査（保健計画

及び特定健診等素案について） 

○委員長（松永純一君） 本会に戻します。 

 次に、保健・福祉に関する諸問題の調査に関

連して２件、執行部から発言の申し出があって

おりますので、これを許します。 

 まず、保健計画及び特定健診等素案につい

て、説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）大変お世話になりま

す。 

 今般、国が指針を示しております第２次健康

日本２１に基づき、平成２５年度から３４年度

までの１０カ年を計画期間とする第２次八代市

保健計画、それとまたあわせまして第２期特定

健診等計画につきましても、平成２５年度から

２９年度までの５カ年を計画期間として策定委

員会等を開催し、現在策定を進めております

が、今般その素案がまとまりましたので、はつ

らつ健康課蒲生課長より説明させていただきま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、蒲生はつらつ

健康課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）はつらつ健康課の蒲生です。よ

ろしくお願いします。座って説明をさせていた

だきます。 

 平成２０年度から５カ年計画で実施してきま

した八代市保健計画と八代市国民健康保険特定

健康診査等実施計画の２つの計画が、計画の最

終年度になりましたので、見直しを行い、第２

次の計画策定作業を行っております。策定につ

きましては、策定委員会で検討をいただきまし

て、素案を作成しましたので、説明をさせてい

ただきたいと思います。 

 最初に、八代市保健計画第２次素案のほうか

ら説明をいたします。計画の構成については計

画書の目次のほうをごらんください。説明の内

容につきましては、計画書の序章の部分と、第

Ⅲ章の課題別の実態と対策について簡潔に説明

いたします。 

 まず、序章の２ページの計画改定の趣旨につ

いてでございます。国民の健康増進の取り組み

につきましては、国民健康づくり対策が昭和５

３年から展開されてまいりました。その第３次

の対策としまして、平成１２年から２１世紀に

おける国民健康づくり運動、いわゆる健康日本

２１が実施され、壮年期での死亡の減少や健康

寿命の延伸、生活の質の向上を目的として、健

康を増進し、発症を予防するという、一次予防

を重視した取り組みが推進されてきたところで

ございます。 

 さらに、平成１３年には、母子保健分野の国

民運動計画、健やか親子２１が策定されまし

た。 

 また、平成１４年には、健康維持を国民の努

力義務と明記した健康増進法が施行され、その

規定に基づきまして、国民の健康の増進の総合

的な推進を図るための基本的な指針が、翌年平

成１５年に示されました。 

 本市では、こうした国の動きを基本といたし

まして、平成２０年３月に八代市保健計画を定

め、計画の期間を２０年４月から平成２５年３

月までの５カ年として、各種保健事業に取り組

んでまいりました。しかし、急速な高齢化や生
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活習慣の変化による生活習慣病の増加、またこ

れに係る医療費の高騰が想定されるようにな

り、国におきましても現行の取り組みを改める

必要性が出てまいりまして、昨年７月、先ほど

申しました基本的な指針の全部改定が行われ、

これまでの生活習慣病の一次予防に加え、重症

化予防を重視した対策を推進するために、２ペ

ージに記載しております５つの基本的な方向を

示しました。国では、これらの基本的な５つの

方向を達成するため、具体的な目標項目を設定

し、また１０年後の目標値を掲げ、健康日本２

１の第２次計画を定め、平成２５年度から推進

することといたしております。 

 また、本市の第２次保健計画では、現行の計

画同様、母子保健分野の計画、健やか親子２１

を継続していくとともに保健事業の効率的な実

施を図るため、後で説明いたします八代市国民

健康保険特定健康診査等実施計画と一体的に策

定するものといたします。 

 また、目標項目の設定につきましても、関連

する法律や各種計画と十分に整合性を図ったも

のといたします。 

 この計画は、乳幼児期から高齢期までのライ

フステージに応じた健康増進の取り組みを推進

し、全市民を対象といたします計画の期間は、

国の健康日本２１、第２次計画に合わせまして

平成２５年度から３４年度までの１０年間の計

画とし、途中５年目の中間評価を予定しており

ます。 

 次に、計画書の３７ページ、第Ⅲ章、課題別

の実態と対策につきまして御説明いたします。 

 １つ目の、次世代の健康の妊産婦期の現状で

は、表Ⅲ―１―１のように低出生体重児の割合

は、特に２０００グラムから２５００グラム未

満の割合が多くなっております。体重が小さく

なるほど、早産で出産する割合が高くなってお

ります。 

 この時期の課題としては、尿たんぱく、高血

糖、貧血などの異常の増加や、妊娠中の喫煙や

飲酒があります。４１ページの人工死産率も

国、県より高くなっている状況にあります。 

 これらの課題の対策としまして、４１ページ

に、妊娠前の健やかな生活習慣や命を大切にす

るための情報提供と、健やかな妊娠・出産を迎

えるための知識の啓発の２点を挙げておりま

す。具体的な対策につきましては、黒丸で表記

しております内容でございます。 

 ４２ページをお開きください。（２）の乳幼

児期でございます。現状としまして、１、年齢

が上がるにつれて健診受診率は下がる傾向にあ

ります。２、就寝時刻が遅い傾向にあります。

３、育児に不安がある保護者の割合が多いと思

われます。４、特定の時期の予防接種接種率

が、県平均を大きく下回っている現状にありま

す。 

 ４６ページをお開きください。乳幼児期の対

策としまして、子供の健やかな成長を促すため

の支援強化及び生活習慣の確立を、２点目に安

心して子育てができるための情報提供と支援

を、３点目に各種予防接種の推進を掲げており

ます。 

 続きまして、４７ページから６２ページまで

の生活習慣病の予防、（１）がん、循環器疾患

・糖尿病について説明いたします。 

 がんは、昭和５６年から今日までの約３０年

間、我が国での死因の第１位であり続け、平成

２２年にがんで死亡した人は３５万人で、総死

亡の約３０％を占め、３人に１人ががんで死亡

し、２人に１人は一生のうち何らかのがんに罹

患すると言われております。 

 現状についてですが、本市のがんによる死亡

の状況は、４８ページ、表Ⅲ―２―１のとお

り、年間約４００人の方ががんで亡くなってお

られます。がん検診受診率は表Ⅲ―２―２のと

おり、２０年度と比較すると上昇しております

が、がんの早期発見のためにもさらなる向上を
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目指します。 

 ４９ページです。対策としましては、３つの

項目に取り組みます。 

 まず１つ目が、がんの発症予防の施策です。

２つ目は、がん検診受診率向上の施策、３つ目

には、がん検診によるがんの重症化予防の施策

を推進してまいります。 

 続きまして、５０ページから６２ページまで

の循環器疾患・糖尿病についてです。５１ペー

ジの脳血管疾患、虚血性心疾患死亡率の現状に

つきましては、図Ⅲ―２―１のとおり、脳血管

疾患死亡率は１８年度以降横ばいの状態で、虚

血性心疾患の死亡率は図Ⅲ―２―２のとおり、

２０年まで上昇しましたが、それ以降は下降傾

向です。 

 ５２ページの表Ⅲ―２―３、メタボリックシ

ンドロームの該当者及び予備群の推移を見てい

ただきますと、メタボ該当者割合は低下してお

ります。熊本県のメタボ該当者割合と比べると

本市の割合は低い状況で、減少率も伸びていま

す。 

 高血圧については、５２ページから５３ペー

ジに記載しておりますが、５２ページの表Ⅲ―

２―４、年次推移では正常及び正常高値の割合

がふえ、重症な高血圧な人は減少しています。 

 ５４ページは脂質異常症についてです。表Ⅲ

―２―６の年次推移より、脂質異常治療中でＬ

ＤＬコレステロール値１６０ミリグラム・パー

・デシリットル以上のリスクの高い者の数は、

２０年度１００人、１.２％でしたが、２３年

度は７７人、０.８％と減ってきました。これ

は、適切な医療が提供されたことと、保健指導

による生活習慣改善の効果だと考えられます。 

 糖尿病の現状は、５５ページ以降になりま

す。５５ページの図から、糖尿病有病者の推移

は２０年度からほぼ横ばいで、５７ページの糖

尿病治療者のヘモグロビンＡ１ｃ分布図では、

上の２０年度より下の２３年度の曲線のピーク

が左寄りに移動しており、糖尿病治療の効果が

あらわれているとわかります。 

 ５８ページの表Ⅲ―２―７では、血糖コント

ロール不可と位置づけられているヘモグロビン

Ａ１ｃ８.０％以上の人の割合が、２０年度の

１.１％から２３年度は０.９％に減少しまし

た。 

 ５９ページの合併症については、６０ページ

の図のとおり、２３年度は６２名でした。うち

糖尿病性腎症が原因であることが確認できたの

は１８人ですが、糖尿病の重症化を予防するこ

とが、新規透析を減らすことは明らかです。 

 保険者別の内訳で見ると、国保被保険者は１

９人でした。この１９人について、透析開始前

１ないし５年間の保険者区分を確認したのが、

中段以降の表です。中段の小さな円グラフにな

りますが、透析導入前からずっと国保である人

は少なくなります。つまり、国保被保険者だけ

の対策を行うだけでは問題の解決が難しいこと

がわかります。 

 ６１ページをごらんください。特定健診・特

定保健指導の実施率につきましては、この後、

第２期特定健診等実施計画素案で説明いたしま

すが、目標値には達しておりませんが、国・県

より高い状況です。 

 対策につきましては６２ページに記載してお

りますが、３つの項目に取り組みます。１つ目

は、健康診査及び特定健康診査受診率向上の施

策です。２つ目に保健指導対策者を明確化する

ための施策を、３つ目には循環器疾患・糖尿病

発症及び重症化予防のための施策でございま

す。 

 ６３ページの生活習慣の改善の（１）栄養・

食生活をごらんください。食べることは、生命

を維持し、健やかに成長し、健康な生活を送る

ために欠くことのできない営みです。多くの生

活習慣病の予防の観点から大変重要です。ライ

フステージを通じ、適正な栄養素を摂取できる
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力を十分に育み、発揮できることが、疾病を予

防し、ひいては健康寿命を延ばすことにつなが

ります。 

 その関連については、図Ⅲ―３―１に示して

いるとおりです。 

 現状を、主な生活習慣病や健康状態との関連

が強い体重で見てみますと、本市の子供の肥満

の割合は、幼児期から中学生にかけて上昇傾向

にあり、特に小学生は増加の状態です。また、

ヤング健康診査や特定健康診査の結果で見ます

と、２０歳から６０歳の男性の約３割に肥満が

見られ、やや増加傾向にあります。 

 健康な食習慣を朝食の摂取状況で見ますと、

朝食を食べない者は、保護者で横ばい、小学生

で増加の状態です。３食を必ず食べることなど

の健やかな生活習慣を幼少期から身につけ、生

活習慣病予防の基盤を固め、生涯にわたって健

康な食習慣を継続できるようにすることが重要

です。 

 以上のことから、取り組みとしまして次の３

つを挙げました。１つ目に、生活習慣病の発症

予防の取り組み推進として、妊娠期から高齢期

のあらゆるライフステージの中で、機会を捉え

て栄養指導や食育の教室を行います。食生活改

善推進員の養成に努め、食育活動を進めます。

２つ目に、重症化予防のための取り組みとし

て、管理栄養士による専門的な栄養指導を行い

ます。さらに保育園や学校、医療機関との連携

を図ります。 

 ６８ページの（２）身体活動・運動について

説明いたします。本市の現状を、身体活動の客

観的な指標である日常生活における歩数で見て

みます。日常生活において歩行または同等の身

体活動を１日に１時間以上する者の割合では、

男女ともに増加傾向にあり、平成２３年度で

は、男女それぞれの計で７０％を超えていま

す。運動習慣の状況は、１日に３０分以上の汗

をかく運動を週２日以上１年以上実施している

者の割合で見ると、就労世代４０歳から６４歳

と比較して、６５歳以上の退職世代は明らかに

多くなっております。対策といたしましては、

大きく、身体活動量の増加や運動習慣定着の必

要性についての知識の普及・啓発の推進という

ことを掲げました。 

 次に、７１ページをごらんください。喫煙・

飲酒についてです。喫煙に関する本市の現状と

しましては、図Ⅲ―３―８、男性は減少傾向に

ありますが、女性はわずかに上昇傾向にありま

す。全国と比較すると低く推移してはいます

が、今後は喫煙をやめたい人に対する禁煙支援

と、喫煙によるリスクが高い人への支援が重要

です。 

 飲酒の状況は、適正量を超えている人が男女

ともに増加しています。飲酒は、肝臓のみなら

ず高血糖、高血圧、高尿酸状態ももたらすこと

から、個人の健診データと飲酒量を確認しなが

ら、適正飲酒に向けた支援が必要です。 

 今後の対策としまして、次の２つを挙げてお

ります。まず１、喫煙・飲酒のリスクに関して

種々の保健事業の場での健康教育や、広報紙、

ホームページ等を活用し、知識の普及啓発に努

めます。次に２、喫煙・飲酒による生活習慣病

を予防するため、健康診査後の個別指導を充実

します。また、医療機関と連携し、禁煙への支

援を進め、がん検診を実施します。受動喫煙に

よる健康被害を予防するため、県や医療機関等

と連携しながら分煙環境を推進します。 

 ７５ページからは、歯と口腔の健康について

です。現状としましては、７６ページの図のと

おり、３歳児及び１２歳児の虫歯のない者の割

合は増加し、１人平均虫歯本数も減少傾向にあ

りますが、全国や熊本県と比較すると、虫歯の

ない者の割合は低い状況にあります。このこと

から、３歳児で虫歯のない子供の割合を増加さ

せることと、１２歳児の１人平均虫歯本数の減

少をさせることを目標に、虫歯予防の取り組み
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を強化してまいります。 

 ７７ページ、歯周疾患健診を受けた方で、中

等度以上の歯周炎の判定者は、２０歳から３９

歳で約５分の１、５０歳以上では半数以上を占

めており、４０歳以上になると健全歯の割合が

極端に低下している現状であります。このこと

から歯周疾患を有する者の割合を減少させるこ

とを目標に、積極的な歯科保健対策を行ってま

いります。 

 また、歯周疾患は検診を受けることで、口腔

内の状況を的確に把握することができることか

ら、４０歳以上には健康増進法に基づいた歯周

疾患検診を、また２０歳から３９歳の若い世代

には、ヤング健診の中で歯周疾患検診を必須検

査項目として行っています。しかし、受診者が

少ない現状にありますことから、受診者数をふ

やしていくため、周知啓発や受けやすい検診体

制づくりを検討することなど、取り組みをして

まいります。 

 ７８ページの対策といたしましては、大きく

２つ挙げております。１つ目は歯科保健に関す

る意識の向上、２つ目にライフステージに応じ

た歯科保健の推進を行っていきます。 

 ７９ページをごらんください。課題最後の

４、こころの健康・休養についてでございま

す。 

 現状として、図Ⅲ―４―１、八代市の自殺の

推移は、平成１９年に最も多く、その後減少傾

向にありましたが、平成２２年においては増加

している現状にあります。また、鬱病などに関

する心の健康相談件数も増加傾向にあります。

このようなことから、自殺者の減少を図るた

め、鬱病やアルコール依存症など自殺の原因と

なる疾患や、心の健康に関する知識の普及啓発

を図ってまいります。 

 睡眠による休養を十分とれていない方の割合

は、男性が１９.５％、女性が２７.６％で、年

齢別では４０歳から６４歳の世代の割合が高い

現状にありますことから、睡眠と健康に関する

知識の普及啓発を図ってまいります。 

 対策として３つ、大きく掲げております。１

つ目は、こころの健康・休養に関する知識の普

及啓発、２つ目に市民の相談に応じる人材の育

成、３つ目に専門家による相談事業の推進を掲

げて、取り組んでまいります。 

 計画の目標項目と目標値につきましては、８

５ページに掲載しております。御参照くださ

い。 

 以上で、八代市の保健計画第２次素案につい

て、説明を終わります。 

 続きまして、第２期の特定健康診査等実施計

画書素案について御説明をいたします。薄いほ

うの冊子です。計画の構成につきましては、目

次のほうを御参照ください。 

 計画書の１ページの下のほうに書いてござい

ますが、国は団塊の世代の人たちが７５歳にな

る平成３７年度の医療給付費を５６兆円と見込

み、生活習慣病対策で２兆円抑えるため、１８

年に医療制度改革大綱の政策目標として、２７

年度までに、糖尿病等の有病者・予備群を２５

％減らすという方針を示しました。これに伴

い、高齢者の医療の確保に関する法律で規定さ

れている医療保険者に、メタボリックシンドロ

ームに着目した特定健診・特定保健指導の実施

が義務づけられ、２０年度から各医療保険者に

おいて実施しております。 

 特定健診等実施計画は、２ページに記載され

ておりますとおり、高齢者の医療の確保に関す

る法律の第１９条で、保険者は、特定健康診査

等基本指針に即して、５年ごとに、５年を１期

として特定健康診査等の実施に関する計画を定

めるものとすると規定されておりますことか

ら、本市においても第１期の計画を策定してお

りました。その評価を６ページのほうに掲載し

ています。 

 特定健康診査実施率、特定保健指導実施率、
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メタボリックシンドロームの該当者及び予備群

の減少率の３項目ですが、国の特定健康診査等

基本指針の中で示されております目標値を本市

でも設定しておりました。本市の現状としまし

ては、表２から表４のとおり、特定健康診査、

特定保健指導実施率は、目標値には届かないも

のの、国・県の平均値には達しております。表

４のメタボリックシンドロームの該当者及び予

備群の減少率につきましては、目標の１０％以

上の成果を上げております。 

 ８ページからは、これまでの取り組みを掲載

しております。特定健康診査実施率向上のため

の取り組みとして、健診未受診者に対する家庭

訪問や電話での受診勧奨、今年度は若い世代の

受診率向上を目指して、４０歳から５５歳の５

歳刻みの人の特定健康診査における自己負担分

を無料で実施しております。 

 特定保健指導実施率の取り組みと評価分析は

１１ページに記載しておりますが、具体的には

６ページ、表３をごらんください。初年度は、

５９.５％と非常に高かったのですが、２年目

以降は対象者の固定化により、初回面接のみ受

けて完了しない方がふえ、実施率は低下してお

ります。また、特定保健指導以外の情報提供者

の中に、発症予防、重症化予防の必要性が高い

ケースが多いため、その方たちの保健指導を実

施しております。 

 １２ページの第Ⅱ章、第２期計画に向けての

現状と課題についてや対策につきましては、八

代市保健計画第２次素案の５０ページから６２

ページで先ほど説明いたしましたので、ここで

は省かせていただきます。 

 １３ページからは、特定健康診査・特定保健

指導等の実施についての具体的な内容につい

て、記載しております。第２期の計画期間は２

５年度から２９年度の５年間です。目標値は国

が定める基本指針にあわせまして、特定健診、

特定保健指導実施率ともに６０％とします。メ

タボリックシンドロームの該当者及び予備群の

減少率は２５％といたします。 

 １４ページをごらんください。特定健康診査

の実施につきましては、第１期と同様で変更は

ございません。 

 １７ページの特定保健指導等の実施について

は、国の方針である糖尿病等の生活習慣病の有

病者・予備群の２５％を減少させるためには、

効果的、効率的な保健指導の実施が必要であ

り、そのため、保健指導対象者に優先順位をつ

けて、最も必要な、そして効果のある対象を設

定して保健指導を行う必要があります。これを

受けて本市では、特定保健指導だけではなく、

情報提供――これは特定保健指導外の保健指導

のことですが――及び未受診者の保健指導も含

め優先順位をつけて実施していきます。 

 ２０ページの表６です。優先順位を示してお

りますとおり、特定保健指導実施率６０％を目

指して、特定保健指導を最優先に実施していき

ます。２番目に発症予防、重症化予防の観点か

ら、生活習慣病の治療中でコントロール不良の

方や、特定保健指導の対象とはならないが未治

療の方のグループを優先します。３番目は未受

診者のグループになります。健診未受診者、前

年度の健診でハイリスクであったものの本年度

未受診者、健診中断者と３グループに分け、支

援していきます。 

 ２５ページの第２期特定健康診査等実施計画

の期間は２５年度から２９年度の５年間とし

て、目標達成状況については、計画の最終年度

である２９年度に最終評価を行います。また、

状況に応じて必要時、計画の見直しを行ってい

きます。特定健康診査実施率と特定保健指導実

施率は毎年評価し、メタボリックシンドローム

の該当者及び予備群の２０年度の実績に対する

減少率については、特定保健指導の実績の検証

のために、指標として活用していきます。さら

に八代市保健計画第２次で目標設定しておりま
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す項目も、参考指標として活用していきます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○委員長（松永純一君） ただいまの説明につ

いて何か御質問、御意見はありませんか。 

○委員（上村哲三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。国の指導により

全部改正というような形で計画が見直されたと

いうことであるんだけど、八代市のいろんな数

値目標を出すときに、現在の状況、これには平

成２２年度までしか出てないけど、その現況か

らして、例えば、国平均のデータはこうです

よ、県の平均データはこうですよ、八代市はそ

れよりも優良ですよというような数字がさっき

示されとるよね。それに対して数値目標を決め

ていくというようなことでですね、大変よくで

き過ぎてね、本当に公務員さんがつくった計画

だというふうに見えます。ということは嫌み

よ。 

 日本のいろんな自治体の中でね、やはり最高

の優良な、そういう健康地域であるところのデ

ータを持ってきてね、数値目標は定めるべきじ

ゃないだろうかというふうな部分が一つ懸念さ

れたということです。というのは、例えば何

％、何％というような割合、それから減少率、

目標を出した場合にね、それに向かっていくだ

けでね、それから先のね、まだ優良なデータが

あるところまでは行き着かないわけね。やろう

と思うと、目標値が。どうしても狭まってしま

う。もうちょっと大きな目標に向かってやる

と。 

 はっきり言えば、がんはゼロにしてほしいし

ね。ゼロベースが一番ですよ。でも、ゼロベー

スが無理なことはいろんな状況の中で全てみん

なわかっているから、それはあえて言いません

けど。それで、んなら、例えば、八代市とは社

会環境が違うんですよというような地域のこと

も、それは加味せにゃいかぬだろうと。しかし

ながら、そういう優良な地域があるんですよと

いうようなことをですね、やはり考えながら、

数値目標を出す場合にはね、やっぱりしていっ

て初めて──できなくて当たり前かもしれない

けど、今これに上がっている八代市のいろんな

数値目標に比べればね、まだ目標が高いわけだ

から。 

 だからそういうところをね、もうちょっと。

あんまりよくでき過ぎてね、何かもうちょっと

厳しく自分たちを縛る部分もあっていいんじゃ

なかろうかなというような気がするんですよ

ね。あくまでもこれは、これでいいですかとい

ことで、また上に上げていく資料なんでしょう

けど、それでいいですよで済むんじゃなくて、

それだったらもう、たった５カ年のことしか見

てないし、こういう計画というのは本当に長い

スパンで考えていかなきゃいけぬなら、もうち

ょっと、無理でも、数値目標というのはそうい

う優良な自治体地域のね、データに基づいて目

標を定めてね、八代市は１番になるぐらいの

ね、全国でも１番の健康優良な地域になるとい

うような気概でも持って、やはり計画を進めて

いただいたほうがね、実効性が上がるんじゃな

いだろうかというような思いがするんですよ。 

 いつもこういう計画が出てくるときにね、デ

ータに基づいて、よそと比較してというのはあ

るんだけど、よそと比較してもいいんだけど、

県や国の平均と比較しても何も意味はないな

と、私はいつも思うもんだから。だから、もっ

と一生懸命やってて実効が上がっている自治体

の数字はこうですよと、だからここに向かって

いきましょうと、ここを超すように頑張りまし

ょうというような数値目標をですね、やはり設

定していただいて、それを市民に周知をしてい

ただいて、やりますよって、そして健康日本一

の八代市ですよと。それぐらいの気概を持っ

て、できれば策定に臨んでほしかったなと思う

ですが、部長、何か意見ありましたらお願いし
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ます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。 

○委員長（松永純一君） 上田健康福祉部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。（委員上村哲三君「詳細には要りませ

んので」と呼ぶ）確かに、先進地あたりでは、

特定健診なんかも受診率が非常に高い自治体も

あります。そういったところにつきまして参考

にしながら、そこが取り組んでいらっしゃる、

どのように取り組んでいらっしゃる、取り組み

につきましてもですね、参考にしながら、今議

員さんおっしゃられるように。目標値自体、こ

れでもう行きたいと思うんですけども、ただや

っぱりそういったところも参考にしながら取り

組みは必要かなと思います。今の状態に甘んじ

ることなくですね、高い目標値を定めていきた

いと思っております。よろしくお願いします。 

○委員長（松永純一君） はい。いいですか。 

○委員（上村哲三君） もう一つよかろうか。 

○委員長（松永純一君） はい。 

○委員（上村哲三君） 先ほど妊婦さんのいろ

んな病気の問題が出ておりましたよね。先日テ

レビやったかな、見とったら、医療機関の数値

の見方が変わって、妊婦さんの糖尿病患者が４

倍から５倍にここ数年ふえているというような

ことが出とったですもんね。テレビでやってま

したもんね、妊婦の糖尿病ということで。それ

は何でかと、何で４倍、５倍にふえたのかちゅ

うとは、単に国の基準値が下がっただけなんで

すよ。血糖値の基準値か何か知らぬけど、妊産

婦さんのですね。 

 高血圧の問題も過去にそうでした。高血圧も

ですね、１６０から１３０に下げられて、ここ

からもう高血圧ですよって、そして一遍に高血

圧者がふえて医療費が相当膨らんだというよう

なことがありますよね。本当にそういうのが、

ここではわからない問題だろうけど、そういう

のも加味してデータとしては見ていかなければ

いけないのかなというふうな思いもするわけで

すよ。ですね。 

 特に、少子化の中で子供を一生懸命やっぱり

ちゃんと産んで育てていただきたいという中で

ですね、やはりそういうところのやっぱりケア

もね、数値が、国の基準が見直され、医療機関

の基準が見直されたから、糖尿病ですよ、あな

たはって、きょうから言われたら、やっぱりみ

んなどきっとしますよね。きのうまでは予備群

だったか、予備群の前であったかわからないけ

ど。 

 やはり、そういうのも加味してやらないと、

逆に精神的にね、物すごく弊害を受ける部分が

あるんじゃなかろうかなというふうな気がする

んですよ。私たちはそんな糖尿病なんて関係な

かったわって思ってる人たちが、突然あのおじ

さんと一緒の糖尿病ですよと言われるような部

分はですね、やはり若い世代にとっては特にや

っぱり精神的にショックな部分がある。そうい

うところもですね、国の動向を捉えながらです

ね、よく対処をしていってもらえればなって思

いますが、計画の中にもケアという部分で出て

たと思うけど、そういう部分は十分対処できま

すか、これで。 

○はつらつ健康課副主幹兼第一保健予防係長

（豊田幸子君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、豊田係長。 

○はつらつ健康課副主幹兼第一保健予防係長

（豊田幸子君） 第一保健予防係の豊田です。

妊婦さんの健診の異常につきましては、先ほど

議員さん言われましたように、年々糖尿病とか

尿たんぱくとかがですね、多くなってきてるっ

ていう事実を、先ほど現状として申しましたけ

れども、県の基準値もですね、以前に比べて厳

しくなってきているということが原因と思いま

すが、将来のメタボリック予防とかを考慮しま

して、国のほうも基準値を下げてきております
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ので、妊婦さん方には個別にですね、家庭訪問

とか、相談に対応していきながらですね、不安

をあおらないような説明の仕方をしながら、将

来的な子供さんの健康問題を一緒に考えていく

ような形で、ケアをしてまいりたいと思ってお

ります。 

○委員（上村哲三君） はい。よろしくお願い

します。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 不勉強で申しわけない

んですが、今ここに受診率、パーセントが上が

っとるんですが、実際この審査のこの時期とか

ですね、方法とか、その周知の方法等はどうさ

れとるんですか。逆に私は受けとるのかなって

自分で思うもんですから。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、蒲生課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。健

康診査、各種健康診査、がん検診から何種類か

ありまして、特定健診も含めまして周知は行っ

ておりますが、特定健診の周知につきまして

は、国民健康保険の加入者の方が対象になりま

すので、世帯の方を代表しまして、全世帯の方

のお名前を入れまして、健診申込書を年に１

回、個人に送付しておりまして、それによって

申し込みをしていただくようにしております。 

 また、がん検診につきましても同じように、

これは個人通知はしておりませんが、市報の中

に申込書を折り込みまして、各種がん検診の申

し込みに自分が何を受けるかというのをです

ね、こういうふうなチラシをですね、折り込み

まして、回収箱に投函していただくという形に

しております。郵送でもいいですし、個人でフ

ァクスで保健センターに送られてもいいです。

今現在やっておりまして、申し込みを今やって

いる期間中でございます。 

○委員（前垣信三君） わかりました。 

○委員（庄野末藏君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、庄野委員。 

○委員（庄野末藏君） 私、ちょっとこのメタ

ボリックもだけど、小学生、中学生の、その中

の１型糖尿病とか、そういうことで最近話題と

いうか、相当数もふえてきているように感じる

し、そこら辺のもし発症したりとか何かの指導

とか何かは、どっちのほうでやらるっとですか

ね。学校でわかった場合は、そっちのほうで担

当が指導するのか。かなりの数がおると思うけ

ど、大体の数はわかっですか。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） 小学生、

中学生の糖尿病の方は……（｢手が挙がっとら

ん」と呼ぶ者あり）あ、済みません。 

○委員長（松永純一君） はい、蒲生課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。小

中学生の糖尿病の疾患で今罹患されている方の

数というのは、私の課のほうでは把握できてい

ない状況です。学校教育課のほうで定期健康診

査をなさっておられますので、その中でそうい

う病歴のある方は上がってきたり、その健診の

中で上がってきたりということはあるかと思い

ます。その方の保健指導につきましては、学校

のほうで、医療機関への紹介とかを通じてなさ

ってられます。直接お母様、保護者の方から御

相談があった場合はですね、保健センターのほ

うの管理栄養士とか保健師のほうでフォローを

していくという形になっているかと思います

が、今のところ特に御相談等はないのが現状で

す。 

○委員（庄野末藏君） はい、わかりました。 

 

○委員長（松永純一君） はい。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 先ほど来、特定健診等
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の話が出ておりました。実際、私も特定健診、

受けているんですけども、それについての申し

込みですたいね。先ほど前垣委員さんも言われ

ておりました申し込みについては、通知が来

て、そこに個人が申し込みをするという形で、

今、方法がとられておるわけですけれども、そ

の方法については、もともとそういった体に異

常がない人は健診を受けようと思わぬ、思わな

ければなかなかそこに申し込みができないとい

う、そういう何かそういったものがあると思う

んですよね。あくまでも健診しとこうという、

自分の意識がそこに入ってくれば、ことしも健

診しとこうという気持ちになると思うんですよ

ね。そこを解消するのが１つの方法かなと思い

ます。 

 第１次の計画の中では、なかなか３０％から

４０％にはね上がるというのがなかなか厳しい

状況にあるようですけれども、そこをやはり５

０％ですか、目標が５５％ですかね、そういっ

た目標、６０％に今なっておりますけれども、

そういった方法を考えますならば、会社にお勤

めになってるところは会社に、あくまでも半強

制的に健診をやってくれないかというような方

法をやるとか。自営業に関してはですね、必ず

年に１回は受けようという、そういったその呼

びかけというのが何らかの方法でできればです

ね、受診率はもうちょっと上がっとじゃなかろ

うかなと思います。 

 で、長くですね、毎年やっておられてもです

ね、やっぱりがんの検診については、ことしや

ってよかったなっていう人が何名も出とっとで

す、がんの発症があってですね。初期で対応で

きたから、もう今健康でおられるというのが、

ほんと私の身近なところでも結構おられます。

で、あくまでも本当に早く見つけるというのが

ですね。で、あくまでも健診をおろそかにしな

いというのが一番じゃなかろうかなと思いま

す。 

 がん検診については、今特定の医療機関で早

く見つかる、今、方法があるようです。私の知

り合いもそこで、特定の医療機関で、本当にこ

れは普通の医療機関では見つけられないという

ようなところで見つかっておるわけですよね。

そういったところもありますので、なったけ早

目に検診をしていく、そこが一番じゃなかろう

かなと思います。そこについて、やっぱり集中

していくのが一番じゃなかろうかなと思うんで

すよね。で、そこの呼びかけ方法をひとつお願

いしたいと思います。 

○委員長（松永純一君） 何かありますか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 じゃあ。はい。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 今、福嶋議員おっしゃられるようにですね、

健診を受ける人というのは、非常にリピーター

の人が多いわけですね。１回受けたから、じゃ

あ来年も受けようという方が非常に多いと。と

ころが、受けられない方は、議員がおっしゃら

れるようにずっと受けられない。自分は健康だ

からと。病気になって初めて病院に行くという

ような現状があります。ですから、今まで受け

てない人を、自分は健康だからということで、

そういったことで受けてない人をどういうふう

に健診に結びつけるかと。 

 やっぱり早期発見、早期治療ということが医

療費の抑制にもつながるし、全体的な市の健康

づくりにもつながると思っておりますので、そ

れについて、今まで受けてない人をどういうふ

うに引っ張り出すか、それが一番の課題なんで

すけど、そこについてですね、みんなで知恵を

絞ってですね、いろんな情報を提供して、ある

いは周知を行いながらですね、これだけに、こ

のチラシだけに頼るのでなくてですね、いろん

な情報を提供しながら受診率を高めていきたい
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と考えておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 本当にがんについて

は、特定医療機関がですね、本当にすぐわかる

ような、今、医療機関ありますもんね。今、そ

こに行けば。そすっと、糖尿についてはやっぱ

り薬が、今、ほんとよかとんできとっていうよ

うな報道もあっとります。そういうのも含め

て、そういう教えるというような方向で健診を

してくださいというようなところも必要かなと

思います。はい、そういったところをお願いし

たいと思います。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 関連になりますけど

ね、やはり現場が一番大事じゃなかろうかと思

うばってんね。やはり出前講座するとか、そら

送って、あと、その先だよね。そうせぬと、や

っぱり関心のあるもんは、今さっき部長が言う

たように毎年される。しかし、その先をね。だ

からやっぱり校区のイベントにやっぱし足を運

んで、やっぱりそこで血圧はかってやったりし

たらね、みんな少し意識が高まるよ。そういう

ことしないとね、ただこれば送ったばっかりに

して。いろいろ市がつくっとんなあばってん、

絵に描いた餅にならないように要望しておきま

す。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。はい、西濵委員。あ、飛石委員、は

い、どうぞ。 

○委員（飛石順子君） ごめんなさい。喫煙の

ところで、男性は減少傾向にあるが、女性はわ

ずかに上昇傾向にあるということで、これはち

ょっと、なぜかということはわかりますか。 

○委員長（松永純一君） はい、森田副主幹兼

係長。 

○はつらつ健康課副主幹兼第二保健予防係長

（森田紀代子君） 第二保健予防係の森田とい

います。よろしくお願いいたします。 

 今お尋ねの男性の喫煙については減少傾向に

あるが、女性はふえているというところですけ

ども、いろんな、国が行っております栄養調査

とか、また、市の場合には特定健康診査の問診

でそれを見ていますが、国や県と同じように、

男性の場合は減少しているのが、例えば、金額

の上昇とか吸える場所が減ってきているとか、

あとは敷地内禁煙とか、そういう取り組みがか

なり進んできていると思います。女性の場合に

は金額関係なく喫煙されておられるということ

で、全体的な国や県のポピュレーションアプロ

ーチといいますか、国を挙げて禁煙を進めると

いう取り組みが必要ではないかと思っておりま

す。そういう状況が八代市におきましても、や

はり女性の喫煙を減らすに至らず、例えば母子

手帳交付時でも喫煙の方がふえている状況にあ

るというのが、確かにあっております。対策と

いたしましては、やはり啓発というのが重要で

すし、学校保健のほうとも協力しながら、禁煙

に向けた取り組みというのをどんどん広めてい

こうと思っております。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） 今話聞いて、なるほど

と思ったんですけど、やっぱり学生のころから

啓発運動をね、頻繁にやっていただかなくち

ゃ、女性はやっぱり出産しますから、子供にそ

れが影響を及ぼすということで、これはしっか

り取り組んでいただきたいなと思います。 

 それから、健康日本２１ということで、高齢

者になりますと骨粗鬆症にかかるということ

で、その予防として筋力向上トレーニングが必
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要だということで進めてこられたと思いますけ

ど、現状どのようになっているか説明していた

だけますか。 

○はつらつ健康課副主幹兼第二保健予防係長

（森田紀代子君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、森田係長。 

○はつらつ健康課副主幹兼第二保健予防係長

（森田紀代子君） 高齢者の筋力向上の教室で

すけども、平成１９年から介護保険法の改正で

介護予防事業ということで、高齢者の方にやつ

しろ元気体操教室というのを開催しておりまし

た。これは現在、長寿支援課のほうに事業が移

管しておりまして、長寿支援課では地域包括支

援センターのほうに体操教室を移管しておられ

ます。現在、詳しくはどこの地域で何回開催さ

れておられるかというのは、きょうは資料を持

っておりませんけども、各校区で希望の方に月

２回または週１回を目標に体操教室を実施して

おられます。 

 以上です。 

○委員（飛石順子君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） よければその資料なん

かをつくっていただいて、私たち委員のほうに

もお配りいただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） はい。いいですか、

資料は。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかに。は

い、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） まず、保健計画案につ

いてお尋ねしたいと思うんですけれども、この

計画づくりに携わられた実動部隊といいます

か、私の聞き間違いでなければ策定委員会なる

ものが主に携わられていらっしゃると思うんで

すけども、そのメンバーの職といいますか、ど

この部署の方かという。御名前は結構ですの

で、職をお尋ねしたいと思います。 

 それから、今回の計画について、どのような

施策、項目を挙げていらっしゃるかは８５ペー

ジから８７ページあたりにですね、よりイメー

ジがしやすいように取りまとめていらっしゃる

わけですが、ここに背景として掲げてある施

策、目標というのは、従来の現状の取り組みに

比べて、そのボリュームなり質っていうのは、

ふえているのか高まっているのかというのを、

ちょっと概念的にお尋ねしたいと思います。

と、これに伴うコストがですね、これまでより

上がるっていうようなシミュレーションなりさ

れていらっしゃるか。上がるとすれば、その財

源的な裏づけというのは、どのような担保確保

をとっていらっしゃるのかもあわせてお尋ねし

たいというふうに思います。 

 それから３点目は、この計画、まだ案の段階

ですが、今後の予定として、この計画を推進す

るのは行政もとよりですけれども、市民との協

働、あるいは関係機関と一緒にというようなこ

とがうたわれていると思うんですが、多くの市

民に周知する、計画の内容を知っていただくた

めにも、パブリックコメントなりの取り組みは

非常に重要性が高いと思うんですが、このパブ

リックコメントの取り扱いについて、どのよう

なお考えでいらっしゃるか、以上３点お尋ねい

たします。 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、續係長。 

○はつらつ健康課副主幹兼健康増進係長（續 

良彦君） 健康増進係長の續でございます。ま

ず、１点目のお尋ねの委員会の委員構成でござ

いますけれども、医師会長さんやですね、歯科

医師会長さん、あるいは薬剤師会長さんなどの

医療関係者、また地域の方の代表といたしまし

て市政協力員さんであるとか、あるいは老人ク
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ラブの会の代表者の方、あるいは民生児童委員

さんであるとか、専門のそれぞれの業種を持っ

ていらっしゃる方ということで、例えば、保育

園連盟であるとか、学校保健会であるとか、そ

ういった各種の関係する部署の方々をですね、

入れて行っております。なお、この策定委員会

のメンバーというのが、もともとこちらのほう

の八代市の市の健康づくり推進協議会のメンバ

ーと一応同一ということになっております。

（｢２点目、ボリューム」と呼ぶ者あり） 

 はい。それと２点目のボリュームの件でござ

いますけれども、それぞれ方向性が変わってい

くものであるとか、あるいは若干集約していく

もの、逆に今度は拡大していくものと、いろい

ろさまざまあります。ですので、一概にはです

ね、ボリューム自体がどういうふうに変化する

かというのは、それぞれの分野によって違いま

すけれども、それぞれやはり、今までの反省点

あたりを踏まえて国のほうも強化している部分

っていうのがかなり多うございますので、コス

ト的にはですね、実動で行っているそれぞれの

職員がやっていくことになると思うんですけれ

ども、ボリューム的には若干やはりふえる可能

性はあるのかなというふうには認識していると

ころでございます。 

 あと、パブリックコメントにつきましてはで

すね、今御指摘ありました点ですけども、パブ

リックコメントのほうもですね、ちょっと検討

してまいりたいと考えているところでございま

す。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。まず１点目の策

定委員会の構成メンバーについては、健康づく

り計画メンバーと同一だということで確認させ

ていただきました。 

 これはちょっと失礼な質問になるかもしれま

せんけど、今、計画案ということなんですけれ

ども、委員会で審議していただくためには、当

然所管部署から計画の素案なりだとか御提示し

ながら議論を進めて深めていかれたと思うんで

すが、この計画書自体もう所管部署の職員さん

全て御存じであるという状況というふうな認識

でよろしいんでしょうか。失礼な質問になるん

ですけれども。 

○委員長（松永純一君） 誰。はい、蒲生課

長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。素

案の周知に関しましてですけれども、これにつ

きましては、私どもの課で、１１名のプロジェ

クトのメンバーで、職員ですけども、策定の基

本となるたたき台のほうをつくり上げてきまし

て、委員さんのほうからの御意見等も取り入れ

ながら、何度となく素案としてつくり上げてき

ました。各関係課への周知ということだと思い

ますが、それにつきましては、これからでござ

います。それと、課内の全職員への周知もこれ

からになります。よろしくお願いします。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） これからということで

ございますが、当然、現場の携わられる職員さ

んの意見だったり、実際こういうことがあるん

だというような提言あたりは非常に大事なファ

クターになるかと思いますので、十分その点、

御配慮いただきたいというお願いでございま

す。 

 それから、掲げられている計画については、

内容なりリストなりというのは強化充実、集約

されるていうようなところの御説明をいただき

ました。ちょっと心配しましたのが、計画に掲

げたけど、それを実行していくための体制づく

りというのが非常に大事であり、それに伴う財

源的なものというのも当然伴うわけでございま

すので、そこら辺は今後、年度予算あたり、年

次計画あたりの中でもですね、十分精査してい

っていただきたいと思いますし、私が聞くとこ
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ろによると、やっぱりはつらつ健康課の職員さ

ん、非常に自助努力なさっていらっしゃって、

研修とかいろんな事柄の取り組みは、職務命令

以外でもですね、頑張っていらっしゃる、日夜

努力していらっしゃるということは聞き及んで

おりますので、そういった志高い職員さんが、

なおかつ一層職務に専念できるようなですね、

職場環境づくりはもう管理職のほうでいま一

度、温かく見守っていただければなということ

もお願いしたいと思います。 

 それからパブリックコメントの件について

は、今後ということでございますけれども、計

画策定までのスケジュールあたり勘案して、い

かに取り組めるかということ、非常に物理的な

問題もありますが、ぜひともですね、そこのと

ころの取り組みについては精査をお願いしたい

と思います。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） はい。ないようです

ので、以上で保健計画及び特定健診等素案につ

いてを終了します。（｢ありがとうございまし

た」と呼ぶ者あり） 

                              

・保健・福祉に関する諸問題の調査（公立保育

所のあり方について） 

○委員長（松永純一君） 次に、公立保育所の

あり方について、説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。引き続きまして、大変お疲れのところ

でありますが、公立保育所のあり方につきまし

て説明させていただきます。 

 これまで平成２３年５月に策定いたしました

八代市立保育所民営化等計画に基づき、対象と

なる６園の保護者の方々等に説明をしてまいり

ましたが、私どもの説明不足もあり、一部の園

については御理解いただけず、民営化反対等の

請願・陳情がなされたところであります。た

だ、その後も私どもとしては、保護者との話し

合いは続けてまいりました。その中でいろいろ

な御意見を伺い、拠点園の必要性や中山間地に

おける分園としての継続などを内部で検討して

まいりました。 

 そのようなことから、今般これまでの計画を

大幅に見直しまして、公立保育所のあり方につ

いてとして、今後の公立保育所の方向性をまと

めたところであります。 

 中身につきましては、こども未来課松村課長

より説明させていただきますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○こども未来課長（松村 浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、松村こども未

来課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。皆

様、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）こども未来課松村でございます。座りまし

て御説明させていただきたいと思います。 

 ただいま部長が申し上げましたように、見直

し作業にかかったことで、昨年の９月の委員会

におきまして、公立保育所民営化計画の考え方

というたたき台をつくりまして、６園の保護者

を対象に話し合いを行ってまいりました。今

回、皆さんの御意見を取り込みました案を作成

したところでございます。本日は２種類の資

料、八代市公立保育所のあり方についてという

本編編と、その概要版の２種類をお配りしてい

るところでございます。きょうは概要版のほう

を用いまして御説明をさせていただきたいと思

いますので、そちらのほうをごらんいただきた

いと思います。 
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 まず、最初のページでございますけども、ま

ず、保育所を取り巻く状況を記載いたしており

ます。少子化の進行にあわせて核家族化の進

行、夫婦共働き家庭やひとり親家庭の増加な

ど、仕事と子育ての両立を支援する保育所の役

割は大きくなっています。また、保護者の就労

状況の多様化や価値観、ライフスタイルの多様

化により、延長保育など保育ニーズが求められ

ているところでございます。 

 そこで、今後保育所の目指す姿としまして

は、将来にわたり保育所を必要とする児童と保

護者へ安定的で良質な保育サービスを提供する

ことにあると考えております。 

 そこで、そのための取り組みとしまして、多

様な保育ニーズへの迅速で柔軟な対応として、

延長保育や土曜日の一日保育などの実施が必要

であり、老朽化してきている施設整備などの保

育環境の整備、さらには少子化に対応した安定

的な保育所運営が必要と考えております。 

 そのような中で、公立保育所の課題でござい

ますが、特に国の三位一体改革に伴います公立

保育所への運営費補助、あるいは施設整備費補

助が廃止されたことによりまして、保育時間の

拡充を初めとした保育ニーズへの対応や老朽化

した施設整備に多額の財政負担を生じることが

考えられています。そのようなこともあわせ

て、保育所運営経費の効率化を考える必要があ

ります。そこで、公立保育所の役割や存在意義

を整理し、今後の公立保育所の取り組む方向性

を下の図のように示したところでございます。 

 今後の公立保育所としましては、拠点園、認

定こども園、あるいは民営化や統廃合、また分

園に取り組むとしたところでございます。 

 それぞれの内容でございますが、次ページ、

２ページのほうに記載をしておりますので、そ

ちらのほうで御説明を申し上げます。ポイント

につきましては、これまで御説明してきました

内容と多く重複しているところもありますの

で、そういったところにつきましては簡単に御

説明をさせていただければと思います。 

 まず最初に、拠点園でございますが、市内を

４ブロックに分けてブロックごとに比較的に新

しい保育所を１園配置し、ブロックごとに私立

保育所と連携を図り、保育サービスの向上に努

めることとしてまいります。 

 次に、認定こども園でございますが、昨年８

月に成立しました子ども・子育て関連３法にお

きまして、保育所機能と幼稚園機能を持つ認定

こども園を拡充していく方向性が示されたとこ

ろから、本市におきましても公立の保育所と幼

稚園がある地域におきましては、認定こども園

への導入を検討することとしております。 

 次に、民営化でございますが、民営化を検討

しますところとしまして、①にありますように

将来も就学児童数が見込まれる地域、また②と

して建設年数が経過した老朽化している保育所

を対象とし、民営化することで保育サービスの

充実を図ることなどを目的としております。 

 次の、移管先、移管先の審査、移管に当たっ

ての条件、民営化に当たっての対応につきまし

ては、これまで御説明した内容と変わっており

ませんので、説明のほうは省略させていただき

たいと思います。 

 続きまして、次の統廃合でございます。統廃

合を検討します要件としまして、入園児数の状

況等を把握した上で、近隣に受け入れ可能な認

可保育所があることを前提としまして、ここに

掲げております①または②を満たした場合、検

討に入るとしているところでございます。その

他としましては、統廃合を実施した後の園舎等

の活用につきましては、当該地域関係者と協議

して決定をするというふうにしているところで

ございます。 

 最後に、分園でございますけども、中山間地

域におきましては、保育所の数が少なく、近隣

の保育所までの送迎距離が長くなりますことか
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ら、特例として入園児数が５名を下回るまで

は、分園として継続することとしております。

さきの考え方におきましては、ここの数字が１

０名となっていたところを若干変更をいたして

いるところでございます。右側のページに分園

のイメージをつけておりますが、前回、御説明

をしておりますので、本日は省略させていただ

きたいと思います。 

 その後からは、一応資料をつけております。

まず、最初の１、公立保育園一覧でございます

けども、公立保育園１４園の状況を示しており

ます。その中で、一番右側の欄でございますけ

ども、建設時からの経過年数を記載しておりま

す。ごらんいただければわかりますように、３

０年を超えている施設が６園と、今後の施設整

備が懸念されているところでございます。 

 次の、２の保育サービスの状況でございます

けども、公立と私立分けて、それぞれ延長保

育、一時保育、土曜日午後の保育、休日保育、

バス送迎等の状況をつけておりますが、ごらん

いただきますように公立と私立では大きな違い

が出ているというところでございます。 

 以上が資料の説明でございますが、最後のほ

うに保育所の位置図をつけたのを用意しており

ます。今回、拠点園を予定しておりますが、現

在私どもの案としましては、４つに分けたらど

うかというところで、私どもの案の色分けを今

回こちらのほうに示しているところでありま

す。その右下のほうには、それぞれの色分けに

該当します私立保育園、公立保育園の名称等を

掲げているところでございます。 

 今後でございますけども、この公立保育所の

あり方を公立の全保育園の保護者の方にお示し

をしまして、保護者の方々など各保育園の今後

の方向性につきまして、協議をしてまいりたい

と考えております。なお、これまで協議を進め

てまいりました保育園もございますので、そち

らのほうの中で保護者の御理解をおおむねいた

だいているところもございますので、そちらに

つきましては、この説明にあわせまして、今

後、地域の説明を行うなど実施に向けては引き

続き作業のほうを進めさせていただきたいと思

っております。 

 以上で、簡単ではございますが、御説明を終

わらせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（松永純一君） はい。ただいまの説

明について、何か御質問、御意見等ありません

か。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。これについて

は、前々からいろいろ協議してまいっておりま

すけども、認定こども園あたりもですね、これ

については、やっぱり１校区で保育園、幼稚園

が存在しているというのには、もううってつけ

のところじゃないかなというふうには考えられ

ます。 

 それと民営化については、今までその地域ご

とに丁寧にやっぱり説明して、保護者の皆さん

のやっぱり理解を得ていくと、地域の皆さんに

もですね、やっぱりそれはもう、当然やっぱり

その必要性を欠いたらやっぱり理解が得られな

いというのは、もうこれはわかってることです

から、本当にやっぱり丁寧にそこらあたりは説

明して、理解を得ていくというのが必要じゃな

いかなというふうに思います。 

 それと、今、政権が変わりまして、国の制度

が保育料無料化を考えておられる現実が今出て

きてるようですけども、そういった状況になっ

たときは、この計画とすれば、どのように考え

られるのか、そういったところもちょっと、考

えでよかですけんが。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。ただ
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いまありました発言、ありがとうございます。 

 まず、認定こども園につきましては、議員お

っしゃるとおりに、私どもところ校区で２つぐ

らいあるかと思います。そちらにつきまして

は、教育委員会と連携を図りながら、ぜひ検討

を進めてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 また、民営化につきましては、おっしゃられ

ますとおり、私どもも地域と十分協議を進めな

がらやっていきたいと思いますので、御理解い

ただけるように説明のほうは随時進めてまいり

たいと考えております。 

 最後の、国の制度で、保育料無料化とこの計

画との関係性ということでございますけれど

も、保育料の無料化につきましては、基本的に

この計画とは私どもは関係はないんだというふ

うに思っております。といいますのは、やっぱ

り運営費に対します部分がどうしても大きいと

いうところがございますので、無料化になった

場合に、逆にその財源がどこからどうなるのか

というのもまだ私どももわからないので、その

動向を見きわめた上で、そちらのほうへの対応

はしていきたいと思いますが、民営化の──民

営化というか、今後の公立保育園のあり方につ

きましては、この方向で進めていければという

ふうに考えております。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 言われるとおり、今か

らのこっですけんな、どういう方向になってい

くかは定かではありませんので。そういったと

き、いろいろと協議を進めながら慎重にやって

いただければと思います。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） 待機児童、保育園に入

れない方、私は、意識としては八代はないかな

という意識でおりましたけど、実際に待機の方

々が結構いらっしゃるようですので、大体どの

くらいぐらいおられるのか、把握していらっし

ゃいますか。 

○こども未来課長（松村 浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。この

待機児童という言葉でございますけども、この

待機児童という言葉は、国のほうの基準で待機

児童がいるかいないかというのが決まっており

ます。基本的に待機児童というのは、自分が住

んでいる場所からおおむね通常の交通手段で３

０分以内に行ける保育所があるかどうか、そこ

に入れるかどうかという話なんですけども、多

分議員さんがおっしゃっている待機児童という

のは、自分が希望している保育所に入れない方

がいるという現状だと思います。それは、確か

に八代市としてはいらっしゃいます。ですが、

その方々が３０分以内に、そんなら行けるとこ

ろがないかというと、そういう状況ではないと

いうことで、国のほうへ報告しております待機

児童としては、八代市は現在ありませんという

ことで報告しております。ただ、希望した保育

所へは行けないという現状は確かにあること

は、私どもも把握しております。 

○委員（飛石順子君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） ということは、希望し

た保育園でないけども、現実に市外しか入れな

いということを聞いたことあるんです。それ

で、そのあたりを現実に若いお母さん何人かは

ね、仕事したい、だけど保育園預けられないと

いう声を聞いているんです。それで、その把握

はどんなかなと思って、今お尋ねしたんですけ

どね。 

○こども未来課長（松村 浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。今市

外っていうお言葉が出てまいりましたけれど
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も、基本的には市内でということでの先ほどの

話なんですけども、そういった状況について、

ちょっと私どものほうに今のお話、把握できて

ないところがあるかと思いますので、もしよろ

しければそういった状況をですね、教えていた

だけば、私たちもまた考えたいというふうに思

います。 

○委員（飛石順子君） はい。だから私も実際

八代はね、ないと思っていたんですけれど、何

人かの若いお母さんたちがそれで困っていると

いうのをお聞きしましたのでね、よければちょ

っと調べていただきたいなと思っています。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（西濵和博君） はい。 

○委員長（松永純一君） 西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。保育所の民営化

計画等について、ちょっとさかのぼってから確

認したいところがあるんですけども。一昨年５

月に市がつくられた計画については、私も一般

質問で確認させていただいたように、一つの考

え方として示したということで、それをよりど

ころに関係６園といろいろ対話を進めてこられ

たところですが、その後、それを踏まえた中

で、計画を見直すという方針を議会でもお示し

いただきました。その後、計画の見直しという

ことで、改めて地域なり、いろいろな行政内部

でも御検討されてきたことだと思うんですが、

きょうここに来て、そもそも公立保育所の今後

のあり方ということに着眼されて、一定の整理

がなされたというふうに理解しておるところな

んですが、そもそも一番原点に立ち返っていた

だいたというふうに評価しております。そうし

た中、今現在ある計画についての取り扱い、見

直し作業も含めてなんですが、これ自体をどの

ように、今現在、市は取り扱われようとされて

いるのか、その点をちょっと確認させていただ

きたいと思います。 

○委員長（松永純一君） はい、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。ただ

いま西濵委員おっしゃってらっしゃいますの

は、この２３年５月につくった計画の取り扱い

をどうするかということでございますけど、一

応この計画につきましては、一応見直したとい

うことで、変わったというふうな、だからなく

なったということで、今回のあり方の方向性で

進めていくというふうに変わったというふうに

とっていただいていいと思います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） 上田健康福祉部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 多分、西濵副委員長おっしゃっているのは、

個別の計画のほうのということをおっしゃられ

ているのかなと思います。先ほど言いましたよ

うに、個別の計画につきましても見直したとい

うことですけれども、これまで最初に申し上げ

ましたように理解いただいている、これまで話

し合いの中で理解いただいているところにつき

ましては進めてまいりたいというふうに考えて

おります。 

 ただ、個別の計画につきましても、今後、あ

り方として、要するに市の方向性としては定め

ましたけども、個別の計画につきましては、今

後また改めて御理解いただいているところにつ

きましての計画というのをつくっていきたい

と。ですから、これまで持っていた６園の民営

化だったり廃園だったりというのにつきまして

もですね、これはもう一旦見直したということ

です。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。非常に表現、慎

重におっしゃっているなというのは今酌めます

ので、計画自体一応一旦リセットするというよ

うなこととして受けとめてよろしいですかね。
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（健康福祉部長兼福祉事務所長上田淑哉君「は

い」と呼ぶ）はい、承知しました。ただ、今お

っしゃったように、個別でその地域、保護者な

りがそうあるべきだというところで合意できた

部分については、個別に取り組んでいくという

考え方を承知いただきたいというような御説明

ということですね。（健康福祉部長兼福祉事務

所長上田淑哉君「そうです、はい」と呼ぶ）は

い、わかりました。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 今、ちょっと西濵君と

関連するんだけど、せっかく今までね、西尾部

長からずっとやってきたのをね、こんなして急

にね、変わるっていうのは、私、納得いかな

い。なぜ最初からこんなの出さないの。ね。や

はりね、せっかく行政が頑張ってきたんだから

ね、私たちもそれを議会報告会なんかもしなが

らね、支援してきました。しかし、急にこんな

して変わったらね、やはりみんながたい、長う

なって、ごね得になりゃせぬかって、それを心

配する。これからやっていく中でよ。ああ、長

う引っ張ってみんなが反対すれば、もう行政は

諦めてまた見直してくるっとかなというのを私

は心配する。これからよ。あんたたちが一生懸

命頑張ってきたつをたい、俺たちもやっぱり支

援してきた中でね、残念だと私は思う。そこは

部長、どやん思う。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。 

○委員長（松永純一君） はい、上田部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。御理解いただいている園と御理解いた

だけてない園というのがあります。ただ、私ど

もとしては、そちらの園は、決してそこを諦め

たとかいうことでもありません。時間をかけて

じっくりと説明をして、最初に説明申し上げま

したけれども、継続して協議は、話し合いはで

すね、続けてまいりたいと思っております。 

 ですから、先ほどこの各園の公立保育園の状

況が示しておりますけども、築３４年、三十何

年とかたっている園があります。そこら辺につ

いては、やはり国の三位一体改革により補助と

いうのが、施設整備に対する補助というのがあ

りませんので、どうしてもそこら辺について

は、やっぱり見直していかなくてはいけない。

となると、民営化、必然的に民営化というか、

廃園とか、そういったものが出てくると思いま

す。ですから、そういったところについては引

き続き継続してですね、協議は続けてまいりた

いと思っております。ただ、すぐすぐというの

はなかなか難しいと思いますけども、時間をか

けてじっくりとしていきたいと考えております

ので、よろしく御理解いただきたいと思いま

す。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 今、部長が言われたの

はわかりますけどね。せっかくこのメンバーで

現場に行ってコミュニケーションしてきて、ま

た今度４月になって異動になったときに人員が

変わる。また、それでまた少しコミュニケーシ

ョンが崩れてくるけども、もうでけたことで

ね、頑張っていただきたい、それだけです。要

望しときます。 

○委員長（松永純一君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） はい。ないようです

ので、以上で、公立保育所のあり方についてを

終了します。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） ないようでございま
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すので、本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって文教福祉委員会を散会いたしま

す。 

（午前１１時３４分 閉会） 
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